
令和 3年 9月 18日 

高槻市立自然博物館 あくあぴあ芥川 

〒569-1042 大阪府高槻市南平台 5丁目 59番 1号 

TEL:072-692-5041 FAX:072-692-7864 

（担当：高田） 

企画展「ふるさとを 守る、学ぶ、記録する 

『10年間ふるさとなみえ博物館』巡回展」を開催します 

 

【開催期間：令和 3年 9 月 18日（土）～ 10月 17日（日）】 

いつ起こるかわからない地震などの災害に備え、食料などの備蓄をしておくことも

大切ですが、災害時にどう行動するのかという、心の準備も大切です。自分の暮らし

ている地域の地形、歴史、文化など、地域のことを知ることも防災や復興につながる

心の準備です。  

東日本大震災での原子力発電所事故で全町避難を余儀なくされた、福島県浪江町の

避難先再開小学校での地域学習「ふるさとなみえ科」の成果発表展示「10年間ふるさ

となみえ博物館」も合わせて展示します。 

 



 ●見どころ展示紹介 

 

【プレートによる地震】 

地球を覆うプレートが動くことで地震が起きます。日本は大陸プレートの端にあり、

東側から海洋プレートが沈みます。大陸プレートは海洋プレートに引きずられてたわ

んでいき、限界がくると元に戻ります。この時に大地震が起こります。この現象を模

型で再現しました。ハンドルを回すと海洋プレートが沈みこみ、大陸プレートが曲が

っていきます。もとに戻るときに住宅街に地震が起こります。 

   

 

【防災学習をやってみよう】 

防災には日ごろから心構えと訓練が必要です。ここでは、災害図上訓練「DIG」、

避難所運営ゲーム「HUG」、災害対応ゲーム「クロスロード」を紹介しています。詳

しい説明は QRコードでそれぞれの開発者ページにとべるようになっています。クロ

スロードは、高槻市立第七中学校で関西大学社会安全学部城下研究室の協力のも

と、防災学習として取り入れられています。 

10月 9日の「企画展関連イベント やってみよう防災学習」で、スタッフと一緒

に実際にゲームをやってみましょう。 

  

 



【地域を知ろう】 

地域の特性を知ることも防災になります。防災のために行われている事業ではあり

ませんが、高槻市には地元発見のさまざまなアイテムがあります。高槻市のええとこ

を紹介する「ええとこブック」、小学校の副読本「わたしたちの高槻・大阪」、ミニコ

ミ紙、パンフレットなど、知らなかった地元の再発見につながります。高槻市内には

600 を超える公園、児童遊園があります。あなたの家の近くには、どんな公園があり

ますか？ 

    

    

 

【自主防災】 

防災のため、日ごろからどんなことに気を付けなければならないか、災害発生時に

何をすればいいのか、をパネルで紹介しています。 

   



【「10 年間ふるさとなみえ博物館」を見る前に・・・浪江町ってどんなとこ？】 

 

福島県浪江町は東日本大震災および、福島第一原子力発電所事故により、全町避難と

なりました。避難先の福島県二本松市の小学校校舎を借りて、浪江町立避難先再開小

学校を開校していましたが、2021年 3月に最後の児童が卒業し、その役割を終えまし

た。最後の年、10年間つづけてきた郷土学習「ふるさとなみえ科」の成果を 1年かけ

て丁寧にまとめ、丁寧に残すことを決め、2021 年 3 月に企画展「10 年間ふるさとな

みえ博物館」が開催されました。この背景となる災害のこと、浪江町の現状について、

パネル、パンフレット等で解説しました。 

 

 

【10 年間ふるさとなみえ博物館】 

2021 年 3 月に福島県二本松市の浪江町立避難先再開小学校で開催された企画展「10

年間ふるさとなみえ博物館」を、まるごと浪江町から借用しました。この展示は、2021

年 3月に同校を卒業した最後の児童である、須藤嘉人君を館長とし、先生やみんなで

つくった 10 年間の「ふるさとなみえ科」を紹介する企画展です。当館の展示スペー

スの関係で、一部の展示は借用できませんでしたが、須藤君たちが一生懸命作った展

示を高槻のみなさんにも紹介します。 

 

*看板 

博物館の名前を考え、看板を作成。文字は大堀

相馬焼協同組合に協力していただき、みんなで

焼いて作成しました。板や金具は、二本松家具

の鈴木木工所に協力していただき、完成させる

ことができました。校長先生が、文字がはめ込

めるように板を削り、文字を接着しています。 

    



＊博物館の使命、館長挨拶 

「10 年間ふるさとなみえ博物館」の初代館長 須藤嘉人君のご挨拶。博物館の展示作

成当時、須藤館長は津島小学校の 6年生でした。 

    

 

 

＊10 年間の学びの年表 

2019年度に在籍した 2名で作成。開校当時か

らの「ふるさとなみえ科」の 10年間の学びが

分かります。先輩たちの学んできたことを引

き継いできたこと、いろいろなことを教わっ

たことなどが、作った 2 人に伝わりました。 

 

 

＊壁新聞 

ふるさと浪江町に長く続くお祭りや工芸品、食文化について調べ、インタビューし

た成果をまとめ、新聞を作ってきました。先輩たちが作ったたくさんの新聞の中で、

嘉人君が選んだものが展示してあります。 

    

 



＊「んだげんちょ」 

「んだげんちょ」は浪江町の方言で、「そうなんだけど」の意味。浪江の町の思い出や

名物を、方言を使って歌詞にちりばめた歌「んだげんちょ」は、子どもから大人まで

楽しめる「んだげんちょダンス」や「ダンベル体操」として発展しました。あくあぴ

あの展示では、YouTubeの「なみえチャンネル」の歌が聞けます。 

     

 

＊大堀相馬焼 

350年以上続く大堀相馬焼は、ひびの入ったような模様の「青ひび」、馬の絵の「走り

ごま」、熱いお湯を入れても持つことができる「二重焼き」が特徴です。二本松市での

開校当時から、大堀相馬焼協同組合の方に教えていただき、作品を作ってきました。 

    

 

*なみえ焼きそば 

浪江町の安くておいしい、昔から親しまれる極太麺の『なみえ焼そば』。約 50 年前、

労働者のために食べ応えと腹持ちをよくするために考案されたとされています。 

2008 年 11 月に浪江町商工会青年部が中心となって『浪江焼麺太国』という『なみえ

焼そば』を媒体にする町おこし団体を設立。ナポレオンを意識していて、頭の上にや

きそばが乗っている特徴的なファッションの「やきそば太王」を中心に部下の愉快な

仲間達「レギュラー麺バー」と広報活動を開始しています。 



     

 

*なみえっ子カルタと学び直し 

二本松市での避難先再開小学校が開校したころからカルタづくりを行ってきました。

浪江町の思い出をカルタにし、「あ」～「ん」までを整理して、「なみえっ子カルタ」

として完成させました。2020 年、須藤君は先輩たちがつくったカルタの場所を訪れ、

今そこがどうなっているのかを地図にまとめました。 

   

 

●展示点数 

 解説パネル 57 点、写真 37 点、防災グッズ 2 セット、体験コーナー1 種類、動画１

点、音楽 1点、食器 21点、冊子 11冊、壁新聞 9種、看板１点、衣類 4点、カルタ 31

点 

 

 

 

  



【主催】高槻市立自然博物館（あくあぴあ芥川） 

【共催】「10年間ふるさとなみえ博物館」巡回展示実行委員会 

【委員会構成メンバー】 

特定非営利活動法人 西日本自然史系博物館ネットワーク、伊丹市昆虫館、きしわだ

自然資料館、滋賀県平和祈念館、大東市立歴史民俗資料館、高槻市立自然博物館（あ

くあぴあ芥川）、認定特定非営利活動法人 大阪自然史センター、龍谷大学理工学部博

物館学芸員課程、結 Creation 

協力：浪江町教育委員会、ライフミュージアムネットワーク実行委員会、静岡県地震

防災センター、関西大学社会安全学部城下研究室、大阪府茨木土木事務所 

 

「10年間ふるさとなみえ博物館」巡回展は、あくあぴあでの展示を終えた後、 

以下の博物館、大学で巡回展示されます。（予定） 

 龍谷大学瀬田学舎 2021 年 10月 25日（月）～ 11月 6日（日） 

 大東市立歴史民俗資料館 11月 22日（日）～ 12月 5日（日） 

 滋賀県平和祈念館 2022 年 1月 12日（水）～ 2月 13日（日）【前半】 

    3 月 10日（水）～ 4 月 10日（日）【後半 パネル展示のみ】 

 きしわだ自然資料館  3月 1日（火）～ 3月 27日（日） 

 伊丹市昆虫館  5月 25日（水）～ 6月 27日（日） 

 

【企画展関連イベント】やってみよう防災学習 

『災害対応ゲーム クロスロード』  『避難所運営ゲーム HUG（ハグ）』 

市内の学校の防災学習で使用されたゲームです。 

あくあぴあのスタッフと一緒にやってみましょう。 

日時：2021年 10月 9日（土） 

 【１回目】10：30～12：00 

 【２回目】13：30～15：00  

場所：あくあぴあ 1階 企画展コーナー 

対象：どなたでも（ゲームは小学生以上を対象に作られていますが 小さな子どもも

大人と一緒に参加できます） 

 

≪高槻市立自然博物館（あくあぴあ芥川）基本情報≫ 

○名称 高槻市立自然博物館（あくあぴあ芥川） 

（平成 27年 4月 1 日より名称変更しました） 

○開館時間 10:00～17:00 



○入館料 無料 

○休館日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日に休館） 

○駐車場 芥川緑地駐車場 ８:００～１８:３０（６月～９月は１９:３０まで） 

１時間１００円（１日最大４００円） 

○交通 電車 JR高槻駅 北５番のりば「関西大学」「平安女学院東」行き  

乗車約１５分「南平台小学校前」下車すぐ 

○所在地 〒569-1042 大阪府高槻市南平台 5-59-1 

○電話  072-692-5041 

○FAX  072-692-7864 

○ HP   

http://www.city.takatsuki.osaka.jp/rekishi_kanko/kanko/aquapia.html 

○ブログ https://aquapia-akutagawa.blog.jp/ 

○E-mail info@aquapia.net 

○指定管理者 あくあぴあ芥川共同活動体 

（NPO 法人芥川倶楽部、認定特定非営利活動法人大阪自然史センター） 

http://www.city.takatsuki.osaka.jp/rekishi_kanko/kanko/aquapia.html
https://aquapia-akutagawa.blog.jp/
mailto:info@aquapia.net

